
人間発達の土壌としての学校・地域 

 子どもの発達の危機的状況が議論されるなかで、子どもたち自身の

「様変わり」もよく指摘されます。 

 そして、子どもの内面の変容とともに、子どもたちの居場所（環

境）も狭くなってきています。どうして外で自然に触れて遊べなく

なったのかをきちんと見極めることも必要です。 

 ２００６年７月に開催した『地域で育つ子どもの発達を考える 』と題する公開研究会では、

「城陽生きもの調査隊」の田中昭夫さんからその活動を報告して頂き、９月には、公開研総

括学習会として、堀井篤さんの奥丹での地域活動の報告をもと

に、地域と自然環境について検討しました。 

 １月の研究例会では、センター研分科会プレ企画として

報告予定者を迎えて、地域での子どもの姿の希薄さが気に

なることなども議論しながら、子どもたちの発達と教育環

境・地域環境について、実践・実態報告にもとづいた学

習・研究討議を行います。 
 教職員のみならず、保護者・学生のみなさんなど、関心
のある方々の多くの参加をお待ちしています。 

京都市左京区丸太町新町一筋東入る 

教育会館別館内 京都教育センター 

 尚、当日pm５時より、発達研

＋地域研の懇親会を予定しており

ます。夕方都合がつかない場合

は、懇親会だけでもどうぞご参加

ください。 

京都教育文化センターの隣です。 

京都教育センター：075 (752)1081 

発達問題研究会＋子どもの発達と地域研究会＝合同研究会 

日時：２００７年１月１３日（土） 

午後１：００～４：３０頃 

京都教育センター 

発達問題研究会＋子どもの発達と地域研究会＝合同研究会 

京都教育センター 

場所：京都教育センター室 

      （教育会館別館 ２Ｆ） 

発達研１月例会 

－冬季研分科会報告者を迎えて－ 

電話＆Fax  075 (752) 1081 

 京都教育センター研究集会分科会プレ企画 

200６年１２月 

基調報告：姫野美佐子さん（地域研）  

報告①：三上泉さん（南丹・小学校） 

   ②：浅野明香さん（左京・指導員） 

   ③：森賢吾さん（大山崎・指導員） 順不同 


